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原稿用紙
【重要】CCS研究会での原稿スタイルについて
CCS研究会では従来の文章のみの原稿のみならず，PowerPoint等で作成したスライドによる原稿の投稿も可とします．どちらの場合もページ数は4～6ページでの執筆をお願いします．また，言語は和英どちらも可です．
スライドを用いた原稿の作成については，以下の注意事項をお読みになり，執筆してください．
· 原稿1ページ目は従来の原稿の1ページ目（和英タイトル・和英アブスト）を用いてください（スライドを含んだ原稿は2ページ目以降となります．タイトルページとスライド原稿をPDF結合等で繋げてください．なお，タイトルスライドは含めないでください）．
· [bookmark: _GoBack]スライドでの原稿作成には原則CCSwebに公開している指定されたテンプレートを使用してください．また，文字サイズは「20ポイント以上」としてください．なお，研究会当日の発表スライドはこの限りではありません．
· 1ページあたりのスライド数は4枚（4枚1ページに集約．サンプルファイル参照）としてください．
· 2ページ以降の余白を「上部2.5㎝，下部1.5cm，左右各1.5cm」空けてください．また，余白部分には，ページ番号や日付等の情報は含めないようにしてください(大学・企業名，研究室名も不可)．Adobe Acrobatを用いて作成した詳細を別紙に記載しましたので，ご参照ください．
· 本予稿は電子情報通信学会の出版物として扱われます．したがいまして，特にスライドの図，表の取り扱いには十分ご注意ください．他のwebページなどから転用した場合，その出展を明示してください．また，4.にある通り，本予稿は白黒印刷されますゆえ，十分ご留意の上，作成くださいますようお願いいたします．
· 参考文献を多く載せてください．記述方法は，従来の原稿のスタイルでの記述，または，スライド内への記述のどちらでもかまいません．
タイトルその他(1ページ目上部)に関して
技術研究報告の1ページ目上部には，タイトル，発表者氏名，所属，住所，メールアドレス，キーワードの和文と英文及びあらまし(和文300字程度，英文100語程度)を，それぞれ記述してください．
各研究会より[特別招待講演]と指示されている方は[特別招待講演]，[特別講演]の方は[特別講演] ， [招待講演] の方は[招待講演] ， [基調講演] の方は[基調講演] と タイトルの前にお入れ下さい．
本文に関して
本文は1.1の「タイトルその他」に続けて記述してください．記述に関しては，このテンプレートファイルを用いて作成するか，あるいは，任意のA4判の用紙を利用することができます．その場合には，執筆要項を参照してください． 

原稿提出枚数
連絡用紙に指定の提出枚数が記載してあります．図・表，写真を含め制限枚数以内で作成して下さい．原稿を作成する前に，手持ちの原稿量と制限枚数とを十分勘定して必ず制限枚数におさまるようご注意ください．

原稿の書き方
インクは黒とし，印字のカスレや濃淡のムラがないこと．片面で印刷すること．
文字の大きさ：ワープロおよびタイプの場合，本文は9ポイント活字を標準とし，字間および行間は適宜調整すること．なお，標題は拡大文字とするのが望ましい． 

図と表，写真
図面，写真，表の文字や数字は本文と同じ大きさとして下さい．また，白黒印刷のため，カラー写真も白黒での印刷となりますので，黄色などは印刷時に色が出ないことがあります．十分ご留意の上，作成くださいますようお願いいたします． なお，本論文の著作権は本会に帰属します．そのため，スライドに用いる図や写真には細心の注意を払ってください（WEB上にある写真や図等を含めないようにしてください）．

著者贈呈分
出来上がりました技術研究報告は１件につき１部(合本)贈呈します．発表当日受付の担当者に発表者である旨お申し出下さい．

著作権について
本会著作権規程
http://www.ieice.org/jpn/about/kitei/chosakukenkitei.html参照
本会技術研究報告に掲載される論文は，昭和59年3月の理事会の決定により，著作権は本会に帰属することになりました．詳細は以下のとおりです．
（1）本会の技術研究報告に掲載される論文等の著作権(複製，翻訳，翻案，電子的形体での利用等のすべてを含む包括的な著作権)は，原則として本会に帰属するものとする．
（2）国際会議，他学会との共催研究会等特別の事情により(１)項の適用が困難な場合は，別途協議の上処置する．
（3）著者自身が本会以外に投稿する場合(利用先媒体が紙版の場合），本会に許可を求めるのが原則であるが、「権利表示」と「出所の明示」をすれば、実質的には省略する．ただし，営利目的の出版物に投稿する場合は，本会に申し出ることとする．
（4）第三者から，論文等の複製，翻訳，翻案，電子的形体での利用に関する許諾の要請があり，本会において必要と認めた場合は，本会において要請に応ずることができる．ただし，営利目的の出版物に対する許諾については著者に必ず連絡をする．
（5）本会が第三者に対して複製，翻訳，翻案，電子的形体での利用等の許諾を有償で行ったことにより収入のあった場合は，当面本会会計に繰入れ，学会活動に有効に利用するものとする．

以上により，技術研究報告に掲載される論文等の著作権は，本会に帰属することとなりますので御了承の上，電子投稿の場合は投稿時にチェックを、紙での提出の場合には著作権譲渡書を必ず原稿に同封して提出して頂きますようお願いいたします。

発行日について
研究会開催初日の1週間前（7日前）を発行日（公知日）としておりますのでご注意ください！
1回の開催につき連続した複数日で開催される場合，研究会資料（技報）は研究会ごとに1冊の合冊で発行致します．（2008年8月以降は全ての研究会で合冊です．）
これにより、技報の発行日（公知日）は初日の1週間前（7日前）となりますので、ご留意ください．

特許権につきまして、発行日から6ヶ月間は権利を主張できますが、投稿する方は投稿論文の特許，その他の権利を早めに申請する等，権利保護に充分注意してください。
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